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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公表番号】特表2012-530673(P2012-530673A)
【公表日】平成24年12月6日(2012.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-051
【出願番号】特願2012-516725(P2012-516725)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/491    (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/49    　　　Ａ
   Ｃ０１Ｇ  25/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月18日(2013.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式：
　Ｐｂ１－（ｍ／２）ｘＭｍ

ｘ（Ｚｒ１－ｙＴｉｙ）Ｏ３　＋　ａ－ｚＰｂＴｉＯ３

　［式中、Ｍは、Ｎｄ、Ｌａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｋ、Ｎａから選択される少なく
とも１つの元素を表し、この場合、０≦ｘ≦０．１；０．３≦ｙ≦０．７；０≦ｚ≦ｙ；
０＜（ａ－ｚ）≦０．０３が当てはまり、ｍはそれぞれの金属Ｍの原子価に相応して＋１
、＋２又は＋３の値をとる］で示されるセラミック材料。
【請求項２】
　０．０２≦ｘ≦０．０３が当てはまる、請求項１に記載のセラミック材料。
【請求項３】
　前記セラミック材料の平均結晶粒径が１μｍ～３μｍの範囲内である、請求項１又は２
に記載のセラミック材料。
【請求項４】
　前記セラミック材料は、７．６～８．１ｇ／ｃｍ３の範囲内の密度を有する、請求項１
から３までのいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項５】
　セラミック材料は付加的な焼結助剤を含まない、請求項１から４までのいずれか１項に
記載のセラミック材料。
【請求項６】
　次の方法段階：
　Ａ）　Ｐｂを１－（ｍ／２）ｘ－ｚの化学量論的割合で、Ｍをｘの化学量論的割合で、
Ｚｒを１－ｙの化学量論的割合で、Ｔｉをｙ－ｚの化学量論的割合で有する出発材料を準
備する段階、
　Ｂ）　前記出発材料を混合及び予備粉砕する段階、
　Ｃ）　前記Ｂ）からの混合物をか焼する段階、
　Ｄ）　ＰｂＴｉＯ３をａの化学量論的割合で添加する段階、
　Ｅ）　前記Ｄ）からの混合物を混合し、後粉砕する段階、
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　Ｆ）　前記Ｅ）からの混合物を焼結して、一般式：
　Ｐｂ１－（ｍ／２）ｘＭｍ

ｘ（Ｚｒ１－ｙＴｉｙ）Ｏ３　＋　ａ－ｚＰｂＴｉＯ３

　［式中、Ｍは、Ｎｄ、Ｌａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｋ、Ｎａから選択される１つの
元素を表し、この場合、０≦ｘ≦０．１；０．３≦ｙ≦０．７；０≦ｚ≦ｙ；０≦（ａ－
ｚ）≦０．０３が当てはまり、ｍはそれぞれの金属Ｍの原子価に相応して＋１、＋２又は
＋３の値をとる］のセラミック材料にする段階、
　を有する、セラミック材料の製造方法。
【請求項７】
　さらに、方法段階Ｅ）とＦ）の間に：
　Ｅ１）　成形品を成形する段階
の方法段階を有する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ａ＝ｚが当てはまるため、焼結後に、一般式：
　Ｐｂ１－（ｍ／２）ｘＭｍ

ｘ（Ｚｒ１－ｙＴｉｙ）Ｏ３

のセラミック材料が提供される、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　製造後のセラミック材料の平均結晶粒径が、方法段階Ｄ）におけるＰｂＴｉＯ３の添加
によって高められる、請求項６から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　０．０１≦ｚ≦０．１が当てはまる、請求項６から９までのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１１】
　０≦（ａ－ｚ）＜０．０１が当てはまる、請求項６から１０までのいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１２】
　方法段階Ａ）において、前記出発材料を酸化物として準備する、請求項６から１１まで
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　方法段階Ａ）において、前記出発材料のＺｒ及びＴｉを、前駆体として、ジルコニウム
－チタン－酸化物（ＺＴＯ）の形で又はジルコニウム－チタン－水和物（ＺＴＨ）の形で
準備する、請求項６から１１までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　方法段階Ｃ）において、前記混合物を、６００℃～９５０℃の温度でか焼する、請求項
６から１３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　方法段階Ｆ）において、前記混合物を、９００℃～１２００℃の温度で焼結する、請求
項６から１４までのいずれか１項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　一実施態様の場合に、セラミック材料は次の一般式により表すことができる：
　Ｐｂ１－（ｍ／２）ｘ-z+zＭ

ｍ
ｘ（Ｚｒ１－ｙＴｉｙ-z+z）Ｏ３　＋　ａ－ｚＰｂＴｉ

Ｏ３

　前記式中、Ｍは、Ｎｄ、Ｌａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｋ、Ｎａから選択される少な
くとも１種の元素を表し、
　この場合、０≦ｘ≦０．１；０．３≦ｙ≦０．７；０≦ｚ≦ｙ；０＜（ａ－ｚ）≦０．
０３が当てはまり、
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　ｍは、それぞれの金属Ｍの原子価に相応して、＋１、＋２又は＋３の値を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　この方法の更なる実施態様の場合には、方法段階Ａ）中での出発材料Ｚｒ及びＴｉは、
前駆体として、ジルコニウム－チタン－酸化物（ＺＴＯ）の形で又はジルコニウム－チタ
ン－水和物（ＺＴＨ）の形で準備される。
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